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２

十
一
月
四
日

恒
例
の
町
民
体
育

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
天
気
で
、
三
日
か
ら

四
日
に
順
延
さ
れ
、
非
常
に
足
元
が

悪
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
町
民
約
千

二
百
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
に
参
加

し
、
楽
し
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
面
で
活

躍
さ
れ
た
方
々
に
、
勝
浦
町
長
と
勝

浦
町
教
育
委
員
会
か
ら
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
四
十
回
を
記

念
し
て
、
町
長
か
ら
、
区
長
会
な
ど

各
種
団
体
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係
団

体
お
よ
び
関
係
各
位
の
皆
さ
ま
方
に
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

坂
野
牧
人
（
横
瀬
）

第
五
十
六
回
秋
期
国
民
体
育
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

成
年
男
子
競
技
に
出
場

岡
本
陽
子
（
中
角
）

第
五
十
六
回
秋
期
国
民
体
育
大
会

山
岳
縦
走
お
よ
び
踏
査
競
技
に
出
場

勝
浦
ク
ラ
ブ

第
十
三
回
四
国
壮
年
王
座
決
定
戦

軟
式
野
球
大
会
の

徳
島
県
代
表
チ
ー
ム
と
し
て
出
場

勝
浦
町
青
年
会

第
五
十
回
記
念
全
国
青
年
大
会

ボ
ー
リ
ン
グ
競
技
の

徳
島
県
代
表
チ
ー
ム
と
し
て
出
場

勝
浦
町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

第
六
回
川
の
日
吉
野
川
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の

徳
島
県
代
表
チ
ー
ム
と
し
て
出
場

町
長
表
彰

教
育
委
員
会
表
彰

町町
民民
体体
育育
大大
会会

新
世
紀
記
念

※
忘
れ
物
の
お
知
ら
せ

…
…

○
チ
ェ
ッ
ク
模
様
（
水
色
）
の

か
さ

○
景
品
多
数

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局

二
―
二
五
一
五

第40回

（日）
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町
民
の
皆
さ
ま
に
は
い
つ
も
物
心
両
面
に
お
世
話
に
な
り
心

か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

早
い
も
の
で
あ
と
一
ヵ
月
あ
ま
り
で
徳
島
駅
伝
の
時
期
と
な

り
、
選
手
も
一
生
懸
命
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
次
の
件
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
進
路
の
道
路
側
を
走
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
夜
間
選
手
が
見
え
れ
ば
ラ
イ
ト
を
下
向
き
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
犬
の
放
し
飼
い
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

以
上
安
全
に
練
習
す
る
た
め
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会
か
ら
の

お
ね
が
い

勝浦町ＰＴＡ連絡協議会の主催により、勝

浦町ウォークラリー大会が11月18日 に行わ

れました。小中学生とその保護者を対象とし

参加者数は83名、19チームになりました。

参加者は星谷運動公園を中心としたコース

を観察したり、クイズを解くなどして、元気

いっぱい歩きました。

開催にあたり、ご協力いただきました関係

者の方々に厚くお礼申し上げます。

入賞チームは次のとおりです。

ＫＥＮＤＯ

○山 畑 明 子 ○福 田 陽 子

○東 條 智 子 ○鴻 本 千 秋

優 勝
チーム名 かあてまえ

○豊 岡 哲 弥 ○豊 岡 和 久

○豊 岡 昌 志 ○豊 岡 明 子

○豊 岡 江 実

３ 位
チーム名

Ｆ（エフ）

○坂 田 直 哉 ○坂 田 一 馬

○坂田真由美 ○丸 田 浩 輝

○丸 田 啓 子

４ 位
チーム名

シーマン

○山 川 和 貴 ○河 野 裕 貴

○山 川 優 子

５ 位
チーム名

ニコニコフラワー

○木 原 麻 衣 ○木 原 裕 美

○定 作 沙 紀 ○定作恵津子

２ 位
チーム名

地
区
対
抗
軟
式
野
球
大
会
が
十
月
十
七
日
か
ら
勝
浦
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
九
チ
ー
ム
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

決
勝
は
横
瀬
対
生
名
と
な
り
、
一
点
を
争
う
緊
迫
し
た
試
合
を

生
名
が
競
り
勝
ち
、
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地
区
対
抗

軟
式
野
球
大
会

専
門
Ａ

星

谷

坂

本

横

瀬

中

山

今

山

専
門
Ｂ

棚

久

生

名

優勝 生 名

（日）



ご
み
ゼ
ロ
・
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

環
境
省
と
ご
み
減
量

化
推
進
国
民
会
議
で
は
、

ご
み
の
減
量
や
過
剰
包

装
の
抑
制
、
リ
サ
イ
ク

ル
へ
の
協
力
等
を
テ
ー

マ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
を
行
い
、
全

国
か
ら
多
数
の
応
募
作

品
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
生
比

奈
小
学
校
三
年
生
の
大
久
保
桐
子
さ
ん
の
作
品
が
見
事
に

「
優
秀
賞
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

捨
て
れ
ば
ご
み
、
生
か
せ
ば
資
源
!

皆
さ
ん
も
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

生
比
奈
小
学
校

三
年

大
久
保

桐

子

優
秀
賞

十
一
月
九
日
～
十
二
日
ま
で
東
京
に
お
い
て
行
な
わ
れ

た
第
五
十
回
記
念
全
国
青
年
大
会
に
勝
浦
町
青
年
会
が
徳

島
県
代
表
と
し
て
ボ
ー
リ
ン
グ
競
技
に
出
場
し
ま
し
た
。

十
一
日

に
品
川
プ
リ
ン
ス
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に

て
競
技
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
、
全
国
の
壁
は
厚

く
、
惜
し
く
も
予
選
通
過
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全

力
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
声
援
・
ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

第20回記念
少女バレーボール
勝浦大会 10/21
少女バレーボールの勝浦大会が今年で20年目

を迎えました。

残念ながら本年度を最後に横瀬ＪＶＣが解散

することとなりますが、本大会において有終の

美を飾り見事Ａゾーンで優勝するなど町内の所

属の各チームも健闘しました。

結果は次のとおりです。

Ａゾーン優勝
横瀬ＪＶＣ

Ｃゾーン準優勝
生比奈クラブＡ

Ｅゾーン優勝
生比奈クラブＢ

最優秀選手

栗坂有加里
（横瀬ＪＶＣ）

坪 井 涼 香
（生比奈クラブＢ）

優秀選手

米 川 由 華
（横瀬ＪＶＣ）

北内実佳子
（横瀬ＪＶＣ）

笠 木 裕 伊
（生比奈クラブＡ）

田 中 美 帆
（生比奈クラブＢ）

松 鷹 里 枝
（生比奈クラブＢ）

勝
浦
町
青
年
会
だ
よ
り

青
年
会

第
五
十
回
記
念
全
国
青
年
大
会

ボ
ー
リ
ン
グ
競
技

出
場

品川プリンスボーリングセンターにて

４

（日）

（日）



生
比
奈
小
学
校
の
稲
井
い
さ
お
校
長
（
横
瀬
）
が
、

平
成
十
三
年
度
学
校
給
食
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

稲
井
校
長
は
、
永
年
に
わ
た
り
給
食
主
任
教
諭
を
勤

め
、
学
校
給
食
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
功
績

は
多
大
な
も
の
が
あ
り
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

稲
井
校
長
に
は
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

叙勲の栄誉に輝く!

消防功労により勲五等瑞宝章受章
森 内 惠 一さん（星谷）

森内惠一さん（星谷）は、昭和23年１月生比奈消防団星谷分団

に入団以来、平成10年12月までの51年間の永きにわたり、常に消防

精神に徹し、安心して暮らせる地域社会を築くため消防防災活動

の中核としての役割を自ら示し、団員の範として活躍されました。

この度、森内さんの多年にわたる消防防災活動への情熱と数々の

功績が認められ、叙勲の栄誉に輝きました。11月５日 に圓藤徳島

県知事から叙勲の伝達が、同月９日 に

は日本消防会館での伝達式にご夫婦で出

席し、皇居で天皇陛下に拝謁されました。

森内さんの消防団活動への貢献とさま

ざまなご苦労に対し、あらためて感謝申

し上げますとともに、叙勲の栄誉に心か

らお喜び申し上げます。勲記と勲章 日本消防会館での叙勲伝達式にご夫婦そろって出席

５

10月27日 和歌山県那智勝浦町から

交通指導員協議会会員の方18名が本町

の交通安全活動について視察研修に来

町されました。

本町からは勝浦町交通安全協会･推進

協議会の会員の方々をはじめ約30名の方に参加していただきました。

あいさつの後、両町における交通安全活動について説明が行わ

れ、活発な意見交換会が行われました。

那智勝浦町は人口約18，000人で、漁師と観光の町です。平成12

年度中の死亡事故は２名であり、平成13年度10月現在３名です。

研修終了後、役場庁舎前で写真撮影を行い、本町の花であるコ

スモスで作ったしおり、すだち等をおみやげとして会員の皆さん

にお渡ししました。

年末年始に向けて、これからも勝浦町において交通事故が起こ

らないよう交通安全に気をつけましょう。

交通安全平
成
十
三
年
度

学
校
給
食
文
部
科
学
大
臣
表
彰

（金）

（土）

（日）
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Part 7

「市町村合併」を
考える

市町村合併についての全国の取り組み状況に

ついては平成13年９月末現在では、法定協議会
30（109市町村）、任意協議会43（198市町村）、

研究会等その他251（1，250市町村）が設置（予

定を含む）されており、設置数の合計は、324
（1,657市町村）であり、これは全市町村数

（3,224）の51.4％に相当しています。

徳島県では、全国に先駆けて市町村合併パター
ンを作成し、市町村合併への関心を高め、議論

を進めるきっかけづくりを行ってきました。そ

こで平成13年10月11日現在での徳島県下の取り
組み状況をまとめました。

このように徳島県下では、任意の合併検討協

議会は、設置されているものの地方自治法に基

づき関係市町村議会の議決を経た、法定協議会
の設置されている市町村はありません。

合併特例法の期限は、平成17年３月31日、市

町村合併は、あくまでもまちづくり、地域振興
の手段の一つです。住民の皆さんが一緒になっ

て活力ある地域をつくりあげる必要があります。

勝浦町では、住民の皆さんの要望に応じて職

員を派遣し、町村合併について説明する「出張

講座」を行っております。
詳細は、勝浦町総務課合併調査推進チームまで

Mail soumu@town.katsuura.tokushima.jp

合併検討協議会名 関 係 市 町 村

あ わ 北 合 併 検 討 協 議 会 吉野町、土成町、市場町、阿波町

麻 植 郡 合 併 検 討 協 議 会 鴨島町、川島町、山川町、美郷村

那賀川上流域広域行政体制整備検討協議会 相生町、上那賀町、木沢村、木頭村

海部郡下灘広域行政体制研究協議会 海南町、海部町、宍喰町

板 野 郡 合 併 検 討 協 議 会
松茂町、北島町、藍住町、板野町、上板町
吉野町、土成町

海 部郡上灘 ３町合併 検討協議会 由岐町、日和佐町、牟岐町

2 1世紀のまちづくり研究協議会 那賀川町、羽ノ浦町

三好郡西部３町村合併問題研究会 山城町、東祖谷山村、西祖谷山村

美 馬 郡 合 併 検 討 協 議 会
脇町、美馬町、半田町、貞光町、一宇村
穴吹町、木屋平村

県下の合併検討協議会設置状況（平成13年10月11日現在）

町村独自
の 合 併
勉強会等

合併検討

協 議 会
（任 意 ）

合 併

協 議 会
（ 法 定）

市 町 村
合 併

勝浦町ほか
麻植郡合併検
討協議会ほか
８協議会

約２年は必要

合併特例法の期限は、
平成17年３月

住 民 発 議

皆さんの意見を直接反映させ、合併協
議会の設置を求める方法として住民発議
制度があります。
（有権者の1/50の署名が必要）
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Information

平
成
十
四
年
勝
浦
町
成
人
式
を
次
の
と
お

り
行
な
い
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
ぜ
ひ
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

日

時

平
成
十
四
年
一
月
二
日

受
付

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

式
典

午
前
十
時
か
ら

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

該
当
者

昭
和
五
十
六
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

平
成
八
年
勝
浦
中
学
校
卒
業
者
お
よ
び
他

の
中
学
校
の
卒
業
者
で
、
町
内
に
在
住
し
て

い
る
方
（
十
一
月
三
十
日
現
在
）
に
は
、
町

教
育
委
員
会
か
ら
ご
通
知
い
た
し
ま
す
。
他

に
も
該
当
の
方
は
当
日
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
参
加
に
あ
た
っ
て
、
華
美
に
な
ら
な
い

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会

二
―
二
五
一
五

「
土
木
技
術
」
は
私
た
ち
の
安
全
で
快
適

な
く
ら
し
を
支
え
る
豊
か
な
国
土
づ
く
り
に

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
最
新
の
建
設
（
土
木
）
技

術
お
よ
び
研
究
成
果
を
産
・
官
・
学
が
一
体

と
な
り
ご
紹
介
し
ま
す
。

日

時

十
二
月
七
日

午
前
十
時
～
午
後
五
時

八
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

会

場

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

入
場
・
駐
車
場

無

料

来
場
者
先
着
四
千
名
に
粗
品
進
呈

○
建
設
技
術
に
関
す
る
パ
ネ
ル
・
模
型
・
機
械
展
示
等

・
建
設
（
土
木
）
技
術
に
関
す
る
最
新
技

術
・
研
究
成
果
の
紹
介

・
国
土
整
備
行
政
の
事
業
概
要
の
紹
介

○

土
木
の
日
記
念
講
演
会

十
二
月
七
日

午
後
一
時
か
ら

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
特
別
会
議
室

○

そ
の
他
の
催
し
物

・
四
国
四
県
駅
弁
フ
ェ
ア

・
人
気
テ
レ
ビ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

・
阿
波
踊
り
ス
テ
ー
ジ

・「
石
こ
ろ
・
レ
ン
ガ
ア
ー
ト
」
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

・
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

主
催

土
木
展
実
行
委
員
会

（
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
）

詳
し
く
は

土
木
展
実
行
委
員
会
事
務
局

〇
八
七
―
八
五
一
―
八
〇
六
一

（
内
三
三
一
五
）

毎
年
恒
例
の
芸
術
祭
を
次
の
と
お
り
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
が
作
品
を
出

品
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

期

日

平
成
十
三
年
一
月
十
二
日
・
十
三
日

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

勝
浦
町
図
書
館
二
階

作
品
の
種
類

写
真
・
書
道
・
油
絵
・
イ
ラ
ス
ト

水
墨
画
・
手
工
芸
・
生
花
・
俳
句

短
歌
・
川
柳
・
彫
刻
・
陶
芸

日
本
画
・
漫
画
そ
の
他
芸
術
作
品

作
品
の
搬
入

一
月
十
一
日

午
後
一
時
か
ら
五
時
ま
で

搬

入

先

一
般
の
方
は

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階

小
・
中
学
校
は図

書

館

二

階

催

し

・

イ

ベ

ン

ト

成
人
式
の
ご
案
内

教
育
委
員
会

イグアノドン

情情報報アアララカカルルトト
総 務 課 ２－２５１１
so umu@town.katsu ura.tokushima.jp
議会事務局 ２－２５１３
gika i@town.katsuura.tokush ima.jp
住 民 課 ２－１５０１
jyumin@town.katsuura.tokush ima.jp
福 祉 課 ２－１５０２
fukusi@town.katsuura.tokushima.jp
税 務 課 ２－１５０３
zeimu@town.katsu ura.tokush ima.jp

同和対策課 ２－１５０４
doutai@town.katsuura.tokush ima.jp
産業振興課 ２－１５０５
sangyo@town.katsuura.tokush ima.jp
建 設 課 ２－１５０６
kensetu@town.katsuura.tokush ima.j p
教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）
kyou iku@town.katsuura.tokush ima.jp

「
循
環
型
社
会
」を
つ
く
る
二
十
一
世
紀
の
土
木
技
術

く
ら
し
と
技
術
の
土
木
展
in
徳
島

建

設

課

募

集

し

ま

す

教
育
委
員
会

勝
浦
町
芸
術
祭
作
品
募
集

（水）

（金）

（土）（金）

（金）



８

「
キ
ン
キ
サ
イ
ン
株
式
会
社

徳
島
工
場
」

が
平
成
十
一
年
十
月
に
発
足
さ
れ
、
飲
料
製

造
業
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
た
び
、
工
場
の
業
務
拡
張
に
伴
い
、
次
の

と
お
り
募
集
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

職

種

清
涼
飲
料
水
製
造
ラ
イ
ン
検
品
作

業
他
、
製
造
工
程
作
業

資

格

三
十
五
歳
位
ま
で
（
十
五
名
程
度
）

勤
務
地

徳
島
工
場
（
勝
浦
町
内
）

給

与

当
社
給
与
規
定
に
よ
り
優
遇
し
ま

す
。

待

遇

委
細
面
談
の
上
決
定
し
ま
す
。

休

日

日
・
祭
・
夏
期
休
暇
・
年
末
年
始

（
当
社
休
日
規
定
に
よ
る
）

応

募

徳
島
工
場
庶
務
部
（
楠
岡
、
片
山
）

宛
電
話
連
絡
く
だ
さ
い
。

面
接
日
は
後
日
通
知
い
た
し
ま
す
。

※
採
用
は
平
成
十
四
年
一
月
下
旬
よ
り

製
造
飲
料
水
製
造
販
売

キ
ン
キ
サ
イ
ン
株
式
会
社

徳
島
工
場

勝
浦
町
大
字
生
名
字
屋
敷
五

二
―
一
二
三
一

■
わ
ん
ぱ
く
教
室

日

時

毎
週
水
曜
日
午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
、園
庭
）

対
象
者

〇

歳
～
五
歳
の
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者

＊
リ
ー
ス
作
り
の
日
は
、
作
る
の
に
時
間
が
か

か
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

＊
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
は
サ
ン
タ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

＊
杵
と
臼
で
の
お
も
ち
つ
き
楽
し
み
で
す
ね
。

■
相
談
事
業

○

子
育
て
を
し
て
い
る
と
心
配
な
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
・
誰
か
に
相
談
す
る
と
気
持
ち

が
楽
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、
生

比
奈
保
育
所
へ
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
？
わ

ん
ぱ
く
教
室
に
お
越
し
の
時
に
皆
で
い
っ

し
ょ
に
話
し
た
り
、
ま
た
個
別
に
話
し
合

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
お
母
さ
ん
同
士
で

話
し
て
み
る
と
、
案
外
そ
の
場
で
解
決
で

き
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
子
育
て
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
は
い

か
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
り
、
お
お
ら
か

に
子
育
て
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
え

た
り
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
皆
で
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
楽

し
い
子
育
て
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

時

間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

二
―
三
〇
七
七

障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
に

重
度
視
覚
障
害
者
（
一
級
若
し
く
は
二
級
）

お
よ
び
重
度
上
肢
不
自
由
者
（
一
級
、
二
級
）

等
の
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
が
パ
ー
ソ
ナ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
用
す
る
た
め
に
必

要
と
な
る
周
辺
機
器
や
ソ
フ
ト
等
を
購
入
す

る
場
合
に
、
そ
れ
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補
助
金
が
、
交
付

さ
れ
ま
す
。

〇
基

準

額

十
万
円

〇
対
象
経
費

対
象
周
辺
機
器
等
の
購
入
に

直
接
必
要
な
費
用

〇
補

助

率

三
分
の
二

お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課

二
―
一
五
〇
二

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

19日 12 日 ５ 日

・
お
も
ち
つ
き
大
会
（
保
育
所
児
と
い
っ

し
ょ
で
す
）

・
積
み
木

・
巧
技
台
遊
び

・
リ
ズ
ム
遊
び

・
室
内
乗
り
物

・
粘
土
遊
び

・
お
た
の
し
み
会

・
十
二
月
生
ま
れ
の
誕
生
会

・
楽
器
遊
び

・
手
遊
び

・
リ
ズ
ム
遊
び

・
サ
ン
タ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ

・
製
作
（
リ
ー
ス
作
り
…
お
母
さ
ん
の
製
作
）

・
ブ
ロ
ッ
ク

・
ま
ま
ご
と

・
歌

・
手
遊
び

・
リ
ズ
ム
遊
び

・
ボ
ー
ル
プ
ー
ル

・
粘
土
遊
び

十
二
月
の
予
定

お

知

ら

せ

長
期
契
約

パ
ー
ト
社
員
募
集

産
業
振
興
課

徳
島
県
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

支
援
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

福

祉

課

誘
致
連
絡
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

（水） （水） （水）

(代)



９

Information

最
低
賃
金
も
ち
ろ
ん

知
っ
て
い
る

知
ら
せ
て
い
る

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か

福

祉

課

○
徳
島
県
最
低
賃
金
（
十
月
一
日
か
ら
）

一
日
四
、八
八
五
円

一
時
間
六
一
一
円

○
紡
績
、
織
物
業
（
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
）

一
日
五
、二
〇
二
円

一
時
間
六
五
一
円

○
造
作
材
、
合
板
、
建
築
用
組
立
材
料
製
造
業

（
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
）

一
日
五
、九
六
四
円

一
時
間
七
四
六
円

○
一
般
機
械
器
具
製
造
業

（
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
）

一
日
六
、〇
五
六
円

一
時
間
七
五
八
円

○
電
気
機
械
器
具
製
造
業

（
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
）

一
日
五
、六
六
四
円

一
時
間
七
〇
八
円

徳
島
県
で
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
が
右
の

と
お
り
改
正
さ
れ
ま
す
。
県
最
低
賃
金
は
、

す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ

れ
、
四
業
種
で
は
そ
の
産
業
別
最
低
賃
金
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は

徳
島
労
働
局
賃
金
室

〇
八
八
―
六
五
二
―
九
一
六
五

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
。

請
求
期
限

平
成
十
四
年
四
月
一
日

こ
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
法
律

の
規
定
に
よ
り
、
特
別
弔
慰
金
を

受
け
る
権
利
が
消
滅
し
ま
す
。

対
象
者

戦
没
者
死
亡
当
時
の
三
親
等
内
親

族
で
、
主
に
次
の
要
件
を
満
た
す

方
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

○
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

金
等
の
受
給
権
者
が
遺
族
内
に

い
な
く
な
っ
た
方

○
平
成
七
年
四
月
二
日
か
ら
平
成

十
一
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
、

戦
傷
病
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
方
。
（
た
だ
し
、
平
成
十
一

年
四
月
一
日
に
お
い
て
同
一
の

事
由
に
つ
き
公
務
扶
助
料
や
遺

族
年
金
の
受
給
権
者
が
い
る
場

合
を
除
く
。）

給
付
内
容

額
面
二
十
四
万
円
、
六
年
償
還
の

記
名
国
債

請
求
窓
口

役
場
福
祉
課

二
―
一
五
〇
二

近
年
森
林
に
対
す
る
国
民
の
要
請
が
多
様

化
、
高
度
化
し
て
い
る
中
で
、
森
林
・
林
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
く

森
林
整
備
の
遅
れ
や
林
業
経
営
の
不
振
が
深

刻
化
し
、
さ
ら
に
外
材
問
題
や
山
村
の
過
疎

化
に
よ
る
林
業
後
継
者
、
労
務
対
策
な
ど
森

林
整
備
や
林
業
経
営
者
に
と
っ
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

今
後
、
地
球
の
温
暖
化
防
止
な
ど
森
林
の

有
す
る
諸
機
能
を
維
持
増
進
し
つ
つ
豊
か
で

住
み
よ
い
山
村
社
会
を
築
い
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
推
進
し
て
い

く
う
え
で
森
林
の
整
備
や
林
業
の
生
産
の
基

盤
と
な
る
路
網
の
整
備
、
生
産
コ
ス
ト
の
低

減
、
林
産
物
流
通
加
工
の
合
理
化
、
木
材
の

需
要
拡
大
、
林
業
従
事
者
の
確
保
な
ど
の
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
を
克
服
し
、
地
域
の
要
請

に
応
え
る
森
林
づ
く
り
や
林
業
の
健
全
な
発

展
を
図
る
に
は
、
そ
の
担
い
手
で
あ
り
推
進

役
で
あ
る
森
林
組
合
の
組
織
強
化
が
必
要
で

あ
り
、
徳
島
地
区
（
上
勝
町
、
勝
浦
町
、
神
山

町
、
佐
那
河
内
村
、
徳
島
市
）
で
広
域
森
林

組
合
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
合
併
推
進
協

議
会
が
本
年
八
月
三
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
は
、
関
係
五
市
町
村
の
森
林
組
合

長
、
市
町
村
長
、
県
森
林
組
合
連
合
会
長
、
徳

島
農
林
事
務
所
長
の
十
二
名
で
構
成
し
て
お

り
、
協
議
会
会
長
に
は
、
橋
本
純
一
神
山
町

森
林
組
合
長
、
副
会
長
に
は
、
美
馬
宏
信
上

勝
町
森
林
組
合
長
、
監
事
に
は
加
藤
秀
数
佐

那
河
内
村
森
林
組
合
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
広
域
合
併
に
関
す
る
基
本
的
事
項

合
併
の
た
め
の
条
件
の
検
討
、
調
整
、
合
併

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
九
年
度
に
設
立

さ
れ
て
い
た
勝
浦
地
区
森
林
組
合
広
域
合
併

推
進
協
議
会
は
、
こ
の
協
議
会
の
設
立
に
よ

り
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

○
万
一
金
融
機
関
が
破
た
ん
し
た
場
合
で
も

預
金
者
一
人
当
た
り
、
定
期
預
金
等
の
元
本

一
千
万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
は
、
来
年
四

月
以
降
も
保
護
さ
れ
ま
す
。

○
合
算
し
て
元
本
一
千
万
円
ま
で
と
そ
の
利

息
は
、
あ
く
ま
で
最
低
保
障
で
す
の
で
、

受
け
取
れ
る
の
は
一
千
万
円
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

○
ま
た
、
当
座
預
金
・
普
通
預
金
等
は
、
平

成
十
五
年
三
月
ま
で
全
額
保
護
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
詳
細
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
ま
た
は
徳
島

財
務
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

徳
島
財
務
事
務
所

〇
八
八
―
六
二
二
―
五
一
八
一

徳
島
地
区
森
林
組
合

広
域
合
併
推
進
協
議
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た

森
林
組
合

金

融

庁

平
成
十
四
年
四
月
か
ら

預
金
の
保
護
の
範
囲
が
変
わ
り
ま
す

徳
島
県
労
働
局
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「どうしても納められないよ」
という場合には？

免 除 制 度
国民年金の保険料は、40年間という長期にわたって

納める必要があります。その間には納付が困難な時期
もあるでしよう。その様なときには、一定の要件を満
たしていれば、保険料が免除される制度があります。

○ お気軽に役場住民課の国民年金係にご相談ください。

追 納 制 度
免除を受けていた期間は、老齢基礎年金の年金額を計

算するとき、納付した場合の３分の１で計算されます。
そこで、10年以内であれば免除された期間について保
険料を納めることができる制度があります。

○ 余裕ができたときには、ぜひこの制度をご利用ください。

学生には納付特例制度が
あります

学生納付特例制度とは、届出をして承認されたら承認
期間中の保険料が後払いできる制度です。

対象になるのは
大学（大学院）、短大、高等専門学校、専修学校およ

び一部の各種学校に在学の学生（夜間・通信教育の課
程を除く※）で、前年の本人所得が68万円以下のとき。

届出が承認されたら
納付特例の承認を受けている間に、障害や死亡といっ

た不慮の事態になった場合、障害基礎年金や遺族基礎
年金が保障されます。

※平成14年４月からは、夜間・通信教育課程の
学生も対象となります。

ここにご注意ください
納付特例期間中は老齢基礎年金の受給資格期間に算入され

ますが、年金額には反映されません。満額の年金を受け取る
ためにも、卒業後保険料を納めることをお勧めします。（納付
特例期間から10年以内であれば納付できます）
学生納付特例制度は申請のあった月の前月から承認されます。

届出が遅れると、承認される前の期間に不慮の事故で障害が残っ
ても、障害基礎年金が支給されませんので、ご注意ください。
また、学生納付特例制度は年度ごとに届出が必要です。平

成13年度に納付特例の承認を受けた方で、来年度も引き続き
納付特例を受ける方は、来年改めて、手続が必要です。

みんなが入るの？
日本国内に住所のある20歳以上60歳未満の人は、国

民年金に加入します。

第１号
被保険者

自営業・農林漁業・
自由業の方、

20歳以上の学生など。

第２号
被保険者
厚生年金保険や
共済組合に

加入している人。

第３号
被保険者

第２号被保険者に
扶養されている

配偶者。

保険料は？

平成13年度の保険料は 13，300 円です。１ヶ月

国民年金の保険料は、20歳から60歳までの40年間納
めることになっています。未納期間があると、将来年
金が受給できなかったり、年金額が減額されます。

第１号被保険者の方
勝浦町役場で発行された納付書で、役場または、指

定された金融機関で納めます。口座振替も実施してい
ます。※

第２号被保険者の方
給料から控除される保険料に国民年金の保険料が含

まれています。

第３号被保険者の方
配偶者が加入している厚生年金保険や共済組合の制

度全体で、国民年金の保険料を負担しているので、個
人で納める必要はありません。

※平成14年４月からは、社会保険事務所から納
付書が発行されるようになります。保険料納
付方法は、社会保険事務所・金融機関の窓口
納付または金融機関での口座振替となります。

○国民年金の保険料はまとめて納めることもでき（前納制度）
その場合には割引があります。

○ 国民年金の保険料は、年末調整や確定申告のとき全額社会
保険料控除の対象となります。

お問い合わせ先 役場住民課国民年金係 ２－1501

国民年金だより

年金は

世代と世代の助け合い
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12月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（４日）

石 原
沼 江
掛 谷
山 西
中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横
沼 江 集 会 所 前
掛 谷 集 会 所 前
山西集会所横の自転車置場付近
農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日

（11日）

今 山
黒 岩
星 谷
中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横
運 動 場 入 口（小屋の横）
星谷橋北詰ゴミフェンス横
中 山 集 会 所 前

第
三
火
曜
日

（18日）

生 名
久 国
棚 野
〃
〃

立 川

東 林 庵 （ 屋 敷 内 ）
久 国 集 会 所 前
河川敷のゲートボール場横
大 井 堰 碑 の 前
勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横
前田さん宅前ゴミフェンス横

第

四

土

曜

日

（22日）

横 瀬
〃
〃
〃
〃
〃

与川内
坂 本
〃
〃
〃
〃

前 川 集 会 所
小倉新平さん宅前三さ路
広 瀬 清 さ ん 宅 東
旧 農 協 跡 地
花 棚 宗 一 さ ん 宅 東
中 田 歯 科 駐 車 場
旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前
佐野さん宅前ゴミフェンス横
田 村 さ ん 宅 前
久 保 の 内 フ ェ ン ス 横
長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横
ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

12月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（３日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西
中 角

桜 建 設 事 務 所

沼 江 集 会 所

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前

（ 果 樹 試 験 場 上 り 口 ）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（10日）

今 山
黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横
運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日

（17日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵（ 屋 敷 内 ）

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

四

火

曜

日

（25日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃
〃

与川内

坂 本

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東
中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ク リ ー ン 情 報

不
用
犬
の

引
き
取
り
日

●

十
二
月
五
日

●

十
二
月
十
九
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は

印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

【
お
願
い
】
最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
が

増
え
て
い
ま
す
。
放
し
飼
い
や
捨
て

犬
は
、
社
会
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
責

任
を
持
っ
て
大
切
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

て
い
な
い
犬
は
、
必
ず
受
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
十
三
年
十
二
月
二

十
日

～
平
成
十
四
年
一

月
十
六
日

の
間
、
県
の

犬
の
引
取
り
が
休
業
と
し

ま
す
。
つ
い
て
は
右
記
の

間
役
場
も
、
引
取
り
が
で

き
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
一
月
十
七
日

よ
り
、
再
開
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

年
末
年
始
の

休
業
に
つ
い
て

（
お
願
い
）

右
記
期
間
し
尿
収
集
が
休
業
に

な
り
ま
す
の
で
、
営
業
期
間
中
に

お
早
め
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

受
付
終
了

十
二
月
二
十
七
日

ま
で

営
業
終
了

十
二
月
二
十
八
日

の
昼
ま
で

（
休
業
期
間
）

十
二
月
二
十
九
日

か
ら

一
月
六
日

ま
で

営
業
開
始

一
月
七
日

か
ら

※
年
末
は
特
に
混
み
ま
す
の
で

お
早
め
に
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

毎
日
衛
生
㈲

二
―
二
一
三
九

ご
み
収
集
は
十
二
月
二
十
九
日

ま
で
行
い
ま
す
。

十
二
月
三
十
日

か
ら
一
月
三

日

ま
で
の
五
日
間
、
年
末
年
始

の
た
め
休
業
し
、
一
月
四
日

か

ら
ご
み
収
集
を
再
開
し
ま
す
。
休

業
期
間
中
は
、
フ
ェ
ン
ス
に
ご
み

を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
末
は
ご
み
を
出
す
の

が
集
中
し
な
い
よ
う
に
計
画
を
立

て
、
ご
み
収
集
業
務
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

く
み
と
り

年
末
年
始

休
業
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の

ご
み
収
集
業
務

休
業
の
ご
案
内

（水）（水）

（土）

（月）

（木）

（金）
（土）

（日）

（金）

（木）

（日）

（日）（月）

（木）

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表
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｢

ど
う
ぞ
。｣

そ
う
言
っ
て
私
は
席
を
離
れ
た
。
お

ば
あ
さ
ん
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
笑
っ

て
会
釈
し
、
そ
の
席
に
座
っ
た
。
そ
の

時
の
お
ば
あ
さ
ん
の
笑
顔
は
、
今
も
私

を
嬉
し
く
さ
せ
て
く
れ
る
。

そ
の
日
乗
っ
た
バ
ス
は
、
め
ず
ら
し

く
混
ん
で
い
た
。
立
っ
て
い
る
人
も
多

い
中
、
私
は
か
ろ
う
じ
て
席
に
座
る
こ

と
が
出
来
て
い
た
。
目
的
地
ま
で
行
く

の
に
は
、
結
構
長
い
間
バ
ス
に
乗
っ
て

い
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
私

は
ほ
っ
と
し
て
い
た
。
そ
ん
な
時
だ
っ

た
。
一
人
の
腰
の
ま
が
っ
た
着
物
姿
の

お
ば
あ
さ
ん
が
、
バ
ス
に
乗
車
し
て
き

た
。
荷
物
を
抱
え
て
歩
い
て
来
た
の
か

少
し
つ
か
れ
た
表
情
を
し
て
い
る
。
私

は
少
し
迷
っ
た
。
せ
っ
か
く
座
れ
た
席

だ
し
、
何
よ
り
立
っ
て
い
る
の
は
つ
ら

い
。
目
的
地
へ
だ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
着

き
そ
う
に
は
な
か
っ
た
。
で
も
、
あ
の

お
ば
あ
さ
ん
の
顔
を
見
て
み
ぬ
ふ
り
を

す
る
方
が
、
も
っ
と
つ
ら
そ
う
だ
。
そ

う
思
っ
て
、
私
は
声
を
か
け
た
。
そ
の

笑
顔
ひ
と
つ
で
、
私
の
そ
の
後
の
足
の

つ
か
れ
も
帳
消
し
だ
。

最
近
の
日
本
は
、
よ
く｢

高
齢
社
会｣

と
言
わ
れ
、
お
年
寄
り
の
方
が
と
て
も

多
い
よ
う
だ
。
電
車
な
ど
に
も
、
お
年

寄
り
の
方
や
、
体
の
不
自
由
な
方
の
た

め
に
、
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
が
設
け
ら
れ

て
い
る
そ
う
だ
。
で
も
、
そ
の
シ
ル
バ
ー

シ
ー
ト
に
、
若
い
人
が
、
体
が
不
自
由

に
見
え
な
い
人
が
座
っ
て
い
る
光
景
を

見
た
時
に
は
腹
が
立
っ
た
。
き
つ
く
て

も
、
ち
ゃ
ん
と
立
っ
て
い
る
人
も
い
る

の
に
、
堂
々
と
座
っ
て
い
る
そ
の
人
達

が
、
私
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
当
然

の
よ
う
な
顔
を
し
て
、
タ
バ
コ
を
ふ
か

し
な
が
ら
座
っ
て
い
る
人
。
私
が
に
ら

ん
で
い
る
の
に
も
気
付
か
な
い
で
、
楽

し
そ
う
に
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
座
っ

て
い
る
人
。
何
で
「
座
っ
て
当
然
」
の

よ
う
な
顔
を
し
て
い
る
の
か
、
何
が
そ

ん
な
に
楽
し
い
の
か
、
余
計
腹
立
っ
て

く
る
。
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
の
大
き
な
シ
ー

ル
や
他
と
は
色
の
違
う
席
に
気
が
付
か

な
い
と
で
も
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

今
だ
か
ら
そ
う
思
え
る
私
も
、
前
に

一
度
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
に
座
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
そ
の
時
は
夜
だ
っ
た
か
ら

座
席
も
た
く
さ
ん
あ
い
て
い
た
の
に
、

手
す
り
が
つ
い
て
他
と
は
違
う
シ
ル
バ
ー

シ
ー
ト
に
何
だ
か
特
別
な
感
じ
が
し
て

座
っ
て
み
た
く
な
っ
た
の
だ
。
す
る
と

母
は
、

「
何
座
っ
て
ん
の
。
シ
ル
バ
ー
シ
ー

ト
は
あ
ん
た
み
た
い
な
人
の
た
め
に
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
。」
と
静
か

に
言
っ
て
き
た
。
私
は
少
し
ム
ッ
と
し

た
け
ど
、
こ
れ
以
上
何
か
言
わ
れ
る
の

も
嫌
だ
っ
た
か
ら
、
無
言
で
席
を
離
れ

た
。
で
も
私
は
こ
の
事
に
、
ど
う
も
納

得
が
い
か
な
か
っ
た
。
確
か
に
私
は
お

年
寄
り
で
も
、
体
が
不
自
由
で
も
な
い

け
れ
ど
、
誰
も
座
っ
て
い
な
か
っ
た
の

に
、
ど
う
し
て
座
っ
て
は
い
け
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
席
な
ん
て
ど
れ
も
一

緒
だ
し
、
私
だ
っ
て
そ
う
い
う
方
達
が

乗
車
し
て
こ
ら
れ
た
ら
ゆ
ず
ろ
う
と
く

ら
い
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
母
は
、

ど
う
し
て
あ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

そ
う
い
う
思
い
の
ま
ま
、
あ
る
日
私

は
一
冊
の
本
を
見
つ
け
た
。
そ
れ
は
シ

ル
バ
ー
シ
ー
ト
に
つ
い
て
の
事
で
、
私

は
大
切
な
事
を
教
え
ら
れ
た
。
そ
こ
に

は
、
お
年
寄
り
の
方
や
体
の
不
自
由
な

方
が
、

「
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
は
空
い
て
い
た
ほ

う
が
座
り
や
す
い
。」

と
い
う
意
見
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
書
か
れ
て
い
た
。
私
は
ハ
ッ
と
し

た
。
そ
し
て
、
あ
の
時
の
私
が
す
ご
く

恥
ず
か
し
く
感
じ
て
き
た
。
そ
う
い
う

方
達
が
乗
車
し
て
こ
ら
れ
た
ら
ゆ
ず
ろ

う
、
と
思
っ
て
い
た
私
の
考
え
は
、
シ

ル
バ
ー
シ
ー
ト
を
座
り
に
く
い
も
の
に

し
て
い
た
の
だ
。
体
が
不
自
由
な
気
持

ち
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
席
を
ゆ

ず
っ
て
も
ら
う
時
は
誰
だ
っ
て
少
し
は

「
申
し
訳
な
い
な
ぁ
」
と
い
う
気
分
に

な
る
と
思
う
。
そ
れ
が
シ
ル
バ
ー
シ
ー

ト
と
な
る
と
な
お
さ
ら
だ
と
思
っ
た
。

そ
れ
に
私
が
感
じ
て
い
た
「
特
別
」

だ
と
い
う
気
持
ち
。
手
す
り
が
つ
い
て

い
い
な
ぁ
、
シ
ー
ト
の
色
が
こ
こ
だ
け

違
う
な
ぁ
と
思
っ
て
、
遊
び
半
分
で
座
っ

て
し
ま
っ
た
自
分
。
あ
の
気
持
ち
は
お

年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方
に
対
し
て

と
て
も
失
礼
な
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
な
ぁ

と
思
っ
た
。
今
な
ら
ど
う
し
て
母
が
あ

ん
な
事
を
言
っ
た
の
か
が
、
よ
く
分
か

る
よ
う
な
気
が
す
る
。

「
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
」

私
は
多
く
の
経
験
を
通
し
て
、
た
く

さ
ん
の
人
達
か
ら
す
ご
く
大
切
な
こ
と

を
教
わ
っ
た
。
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
が
持

つ
、
温
か
い
意
味
や
、
お
年
寄
り
や
体

の
不
自
由
な
方
達
の
気
持
ち
。
あ
の
お

ば
あ
さ
ん
の
笑
顔
や
み
ん
な
の
気
持
ち

で
、
こ
の
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
は
出
来
て

い
る
よ
う
に
、
私
は
見
え
た
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

温かい気持ち

か た り あ う ぺ ー ジ
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一
切
を
拒
否
す
る
ご
と
く
刺
も
ち
て
枳き

殻こ
く

の
ま
ろ
実
は
凛
乎
色
づ
く

坂
本

木
下
茂
子

〈
評
〉
と
て
も
う
ま
い
歌
で
あ
る
。
枳
殻
の
ト
ゲ
を
「
一
切
を

拒
否
す
る
」
と
感
じ
と
っ
た
個
性
的
な
見
か
た
と
「
凛
乎

色
づ
く
」
と
い
う
新
鮮
な
と
ら
え
か
た
に
こ
の
作
者
の
力

を
見
た
。「
凛
乎
」
と
は
、
り
り
し
く
勇
ま
し
い
こ
と
で
、

ト
ゲ
を
持
つ
枳
殻
が
勇
ま
し
く
（
凛
然
）
ま
る
い
実
に
色

を
つ
け
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
枳
殻
を
歌
い
な
が
ら
も

ど
こ
か
人
間
を
は
げ
ま
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
枳

殻
を
こ
の
よ
う
に
と
ら
え
、
表
現
出
来
る
の
は
こ
の
作
者

が
長
い
間
短
歌
を
作
っ
て
き
た
力
の
す
ば
ら
し
さ
に
あ
る

と
思
う
。

な
お
、
枳
殻
は
「
き
こ
く
」
と
読
み
「
か
ら
た
ち
」
の
こ

と
「
じ
ゃ
き
ち
」
と
も
い
う
。
ど
の
辞
書
に
も
「
き
こ
く
」

と
あ
り
「
じ
ゃ
き
ち
」
と
は
載
っ
て
い
な
い
。
温
州
み
か
ん

は
こ
の
「
枳
殻
」
に
つ
い
で
栽
培
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

出
役
と
は
言
わ
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
軽
く
言
い
気
分
も
若
く
家
を
出
て
ゆ
く

棚
野

島

つ
と
む

〈
評
〉
お
も
し
ろ
い
歌
。
お
も
し
ろ
い
と
い
う
こ
と
は
、
読
む

者
を
た
の
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
は
作

者
が
楽
し
ん
で
行
動
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
労

働
に
対
し
て
報
酬
の
伴と

も
な

わ
な
い
「
出
役
」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
こ
の
作
者
は
「
軽
く
言
い
気
分
も
若
く
」
楽

し
む
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
出
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ

の
心
の
あ
り
か
た
が
よ
い
歌
と
な
っ
た
。

こ
の
作
者
は
、
以
前
に
徳
島
新
聞
の
「
徳
島
歌
壇
賞
」

を
受
賞
し
て
い
る
人
だ
け
に
力
あ
る
作
品
だ
。

せ
か
せ
か
と
日
々
の
仕
事
に
暮
る
る
と
も
せ
め
て
一
首
と
星
空
仰
ぐ

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

〈
評
〉
私
は
こ
の
作
者
に
二
度
お
目
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

も
う
八
十
近
い
方
だ
が
、
年
齢
よ
り
も
若
々
し
く
、
お
元

気
な
美
し
い
お
婆
ち
ゃ
ん
で
あ
る
。

こ
の
歌
は
せ
か
せ
か
と
毎
日
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
て
も

今
日
も
「
せ
め
て
一
首
」
作
ろ
う
と
夜
に
な
っ
て
か
ら
で

も
星
空
を
仰
い
で
歌
を
考
え
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
短

歌
も
俳
句
も
自
分
の
た
め
に
作
る
も
の
で
、
努
力
し
苦
労

し
て
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
が
生
き
て
い
る
証
と
な
り

よ
ろ
こ
び
が
あ
る
も
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
忙
し
い
日
々
に

も
「
せ
め
て
一
首
」
を
と
心
が
け
る
の
で
あ
る
。
私
は
こ

の
作
者
の
生
き
方
の
素
晴
ら
し
さ
に
拍
手
し
た
い
。

車
に
も
乗
れ
ず
歌
え
ず
踊
れ
ず
に
七
十
二
年
を
生
き
て
来
し
な
り

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

次
々
に
来
る
旅
行
案
内
開
き
つ
つ
十
歳
若
け
れ
ば
と
足
腰
撫
づ
る

横
瀬

林

と
み
え

よ
う
や
く
に
新
築
な
り
し
息
子
の
家
に
亡
夫
の
写
真
そ
っ
と
持
ち
行
く

横
瀬

平
山
美
千
江

自
動
扉
開
き
交
わ
せ
ば
若
者
の
髪
の
匂
い
が
ほ
の
か
に
や
さ
し

立
川

堀

梅
子

町
中
に
香
を
漂
わ
せ
酢
造
場
す
だ
ち
搾
汁
始
ま
る
朝

横
瀬

日
下
克
子

秋
空
が
落
と
し
て
行
き
し
紫
の
野
菊
咲
き
初
む
わ
が
菜
園
に

横
瀬

丸
関
朋
子

縋
り
つ
く
我
の
両
手
を
握
り
く
る
る
内
視
鏡
台
の
ナ
ー
ス
の
温
も
り

横
瀬

桜
木
千
代
子

駆
け
に
駆
け
草
に
ま
ろ
べ
ば
故
郷
の
ひ
た
に
懐
か
し
秋
風
立
て
ば

生
名

柳
田
末
子

八
月
下
旬
の
朝
八
時
二
筋
に
伸
び
る
飛
行
雲
な
り
秋
の
気
ざ
し
か

喜
楽
苑

中
瀬
英
夫

モ
ン
ゴ
ル
の
砂
漠
を
森
に
と
わ
が
友
の
講
師
は
満
席
の
人
を
酔
わ
せ
る

棚
野

田
中
茂
子

終
戦
の
年
の
お
産
に
無
花
果
を
持
ち
く
れ
し
母
よ
味
を
忘
れ
ず

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

裏
庭
で
炭
火
を
お
こ
し
て
焼
き
あ
げ
し
秋
刀
魚
の
開
き
に
す
だ
ち
を
か
け
る

坂
本

山
口
昭
市

胸
近
く
ホ
ー
ス
を
持
ち
て
水
撒
け
ば
鼓
動
に
添
い
て
流
れ
は
止
ま
ず

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

虫
の
音
も
細
く
な
り
た
る
静
か
夜
を
同
窓
会
の
返
信
を
書
く

中
山

溝
内
喜
美
代

山
水
の
音
さ
え
ひ
び
く
池
の
中
腹
見
せ
て
蟹
が
生
け
簀
に
生
き
ぬ

横
瀬

廣
安
美
枝
子

徐
ろ
に
響
き
高
ま
る
尺
八
に
詩
吟
を
発
す
る
瞬
間
が
く
る

中
山

山
下
房
雄

涼
し
さ
を
言
い
つ
つ
お
彼
岸
の
中
日
は
手
桶
を
さ
げ
て
墓
処
に
行
く

中
山

栗
城

絹

秋
風
に
小
さ
く
は
か
な
き
雑
草
の
な
び
く
を
見
れ
ば
抜
く
を
た
め
ら
う

棚
野

殿
川
早
苗

み
か
ん
採
り
日
々
夕
暮
れ
が
早
ま
り
て
寺
の
鐘
を
背
に
わ
が
家
へ
急
ぐ

坂
本

平
尾

智
男

民
宿
の
朝
は
客
よ
り
猫
が
先
宵
の
残
飯
ボ
ス
よ
り
順
に

坂
本

吉
田
邦
忠

次
回
作
品
募
集

十
二
月
一
日
締
切
り

川
柳
一
人
一
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
万
里

平
成
十
四
年
一
月
一
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山
香
月

松
並
武
夫

選



年末には、金融機関等を対象とした強盗事件を

はじめ、各種事件・事故が多発する傾向にあります。

県警察では、犯罪や事故を防止し県民生活の安

全を確保するため、

12月1日から31日までの1ヶ月間
○ 金融機関等を対象とした強盗事件等重要犯罪の防止

○ 高齢者の交通死亡事故防止、飲酒暴走運転の追放等

○暴力団犯罪の総合取り締まり

○少年非行の防止

○雑踏事故の防止

を重点とした年末特別警戒を実施します。

期間中、県下一斉自動車検問のほか

をスローガンに、地域安全ボランティアの協力を

得て夜間パトロール等の特別警戒活動を実施します。

多忙な年末は、日ごろ気をつけている事柄がお

ろそかになりがちです。普段にも増して防犯面に

注意を払って、明るい新年を迎えてください。

みんなでつくろう! 安心の街

14

駐
在
所
だ
よ
り

年 末 特 別 警 戒

あ
わ
の
道

ル
ー
ル
守
っ
て

交
通
安
全

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
年
末
年
始
の
交
通

安
全
県
民
運
動
が
平
成
十
三
年
十
二

月
十
日

か
ら
平
成
十
四
年
一
月
十

日

ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
!
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

「
無
事
故
で
年
末
・
笑
顔
で
年
始
」

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
①

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

夜
間
に
、
高
齢
歩
行
者
の
方
が
被
害
に
遭
う
交
通
事
故
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
必
ず
立
ち
止
ま
っ
て

右
、
左
の
安
全
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
外
出
時
に
は
、
明
る

い
色
の
服
装
で
反
射
材
を
着
用
す
る
な
ど
、
運
転
手
か
ら
よ
く
見
え

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
②

飲
酒
暴
走
等
無
謀
運
転
の
追
放

年
末
年
始
は
飲
酒
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
飲
酒
し
た
と

き
は
絶
対
に
車
を
運
転
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
飲
酒
が

予
想
さ
れ
る
会
合
等
に
は
、
車
で
出
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
し
た
家
族
や
来
客
に
は
、
車
を
運
転
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
、
家

庭
や
地
域
ぐ
る
み
で
飲
酒
運
転
の
追
放
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

例
年
、
大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て
、
悪
質
、
危
険
な
暴
走
族
が

交
通
秩
序
を
乱
し
て
い
ま
す
。

家
庭
や
職
場
で
、
暴
走
族
や
暴
走
行
為
に
参
加
し
な
い
よ
う
少
年

の
行
動
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
③

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
お
よ
び
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
は
、
事
故
時
の
衝
撃
か
ら
身
を
守
る
の
に
最

も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
運
転
者
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
同
乗
者
が
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
、
不
測
の
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
同
乗

す
る
幼
児
に
は
、
保
護
者
の
責
任
に
お
い
て
幼
児
の
体
格
に
応
じ
た

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

（月）

（木）



気気ををつつけけよようう
保保険険税税のの滞滞納納

15

あなたと家族が困ります

平成12年度から、保険税を納めていない人に対する滞納措

置が徹底されることになりました。

保険税を納めないでいると、滞納分の保険税をあとでまと

めて支払うことになったり、病気やケガをしたときに医療費

の全額をいったん支払うなどの厳しい措置がとられることに

なりました。そのときに困るのはあなたやあなたの家族です。

このようなことにならないように必ず保険税を納めましょう。

保険税を滞納すると
こんなことになります!

督促をうけたり、延滞金が加算されたりする場合があります。

有効期間の短い「短期被保険者証」が交付される場合があります。

納期限から１年経過しても滞納を続けていると、保険証を返
却することになり、「被保険者資格証明書」が交付されます
（このとき、いったんかかった医療費の全額を支払うことになります）。

納期限から１年６ヶ月経過しても滞納を続けていると、国
保の給付の全部または一部が差し止められます。

さらに滞納が続くと、国保の給付（療養費、高額療養費、出産

育児一時金、葬祭費など）の全部または一部が滞納している保
険税にあてられます。

1
2
3

4

5

○そのほかに、財産の差し押さえなどの滞納処分を行う場合があります。
※40歳～64歳の人（介護保険の第２号被保険者）が滞納すると、介護保険の
給付の全部または一部が一時差し止められます。

※老人保健で医療をうけている高齢者や公費負担医療をうけている人が同じ
世帯にいる場合は、家族に交付される「被保険者資格証明書」とは別に、
その人には保険証が交付されます。

老人保健法とは、70歳以上｢寝たき

りなどの人は65歳以上｣の人が、お医者
さんに係る場合に適用される制度です。
本町では，昨年度一年間に使った老

人医療費の総額は、10億７千４百万円

で一人あたりの医療費76万４千円使用
されたことになります。平成11年度と比
較しますと５万２千円の減となります。

皆さんがいつまでも安心して医療を
受けられるように、医療費を大切に使
いましよう。

お医者さんめぐりを
していませんか
医師のはしごは、医師と患

者の信頼をこわすばかりでな
く、治療を中断することにも
なります。これを繰り返せば、
病気の回復も遅く、医療費も
ムダに使うことになります。
医師を信頼する、それが一番
早く治すコツです。

勝浦町の平成12年度老人医療費総額は 総 医 療 費

平成10年度 平成11年度 平成12年度

1，130，000

1，120，000

1，110，000

1，100，000

1，090，000

1，080，000

1，070，000

1，060，000

1，050，000

10億7千4百万円、
一人当たり76万4千円

1，074，382

1，121，705

1，086，981

一人当たり医療費
830，000
820，000
810，000
800，000

790，000
780，000
770，000
760，000
750，000
740，000
730，000

764，141

816，379

798，939

平成10年度 平成11年度 平成12年度

（単位 :千円）

（単位:円）

国保と医療費



16

保健婦だより

一
、〇
〇
〇
円
（
自
己
負
担
金
）

勝
浦
町
に
住
民
票
が
あ
り
、
現
在
、

居
住
し
て
い
る
方
が
期
間
内
に
町
内

の
実
施
機
関
で
接
種
し
た
場
合
の
料

金
で
す
。
他
の
市
町
村
に
居
住
さ
れ

て
い
る
方
は
そ
の
居
住
し
て
い
る
市

町
村
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。（
全
額
負
担
と
な
り
ま
す
）

医療機関 曜 日 受付時間

赤 岩 医 院
（ ２－2006）

月曜日～土曜日
午前９時～12時
午後３時～６時

（水・金・土曜日を除く）

勝 浦 病 院
（ ２－2555）

月曜日～金曜日
午後１時30分～
午後４時30分

山 西 医 院
（ ２－3027）

月曜日～土曜日
（金曜日は休診日）

午前９時～11時30分
午後３時～５時
（土曜日は除く）

接種を希望される方は、あらかじめ電話等で医療機関にお問い合わせください。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
高
齢
者
を
対
象
に

定
期
予
防
接
種
に
な
り
ま
し
た

接
種
期
間

2 法
律
で
決
め
ら
れ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
の
対
象
者
は

六
十
五
歳
以
上
の
方

六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
方
で
心
臓
や
腎
臓

呼
吸
器
に
重
い
病
気
の
あ
る
方
な
ど
で
す
。

六
十
五
歳
以
上
の
方
に
は
個
人
通
知
を
す
で
に
送
付
し
て

い
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
通
知
書
を
医

療
機
関
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
六
十
五
歳
未
満
の
方

に
は
個
人
通
知
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
接
種
希
望
の
方

は
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
の
予
防
接
種
は
個
人
予
防
の
た
め
に
行
う
も
の
で
、
義

務
は
課
せ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

※
接
種
対
象
者
以
外
の
方
に
つ
い
て
は
料
金
が
異
な
る
た
め
、

直
接
、
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
日

か
ら

平
成
十
四
年
一
月
三
十
一
日

ま
で

接
種
対
象
者

1

実
施
機
関

3

料

金

4

（火）（木）

（1）（2）

(注)



イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

起
こ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

た
人
が
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
が
空
気
中
に
広
が
り

そ
れ
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し

ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
、
通

常
、
初
冬
か
ら
春
先
に
み
ら
れ
ま
す
が
、

と
き
に
は
春
期
、
夏
期
に
も
み
ら
れ
ま
す
。

典
型
的
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
、

高
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
で

の
ど
の
痛
み
、
咳
、
鼻
水
な
ど
も
み
ら
れ

ま
す
。
普
通
の
か
ぜ
に
比
べ
て
全
身
症
状

が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。
気
管
支
炎
や
肺

炎
な
ど
を
合
併
し
、
重
症
化
す
る
こ
と
が

多
い
の
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
で
す
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
流
行
が
始

ま
る
と
、
短
期
間
に
小
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
多
数
の
数
の
人
を
巻
き
込
む
と
い
う
点

で
も
普
通
の
か
ぜ
と
は
異
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
普
通
の
か
ぜ
が
流
行
し
て
も
死
亡

す
る
人
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
と
、
特
に
六
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
や
慢
性
の
病
気
に
か

か
っ
て
い
る
人
で
死
亡
率
が
普
段
よ
り
高

く
な
る
と
い
う
点
で
も
普
通
の
か
ぜ
と
は

異
な
り
ま
す
。

予
防
の
基
本
は
、
流
行
前
に
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
世
界
的

に
認
め
ら
れ
て
い
る
最
も
有
効
的
な
予
防

法
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
空
気
中
で
広
が
る

た
め
、
人
ご
み
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た

日
ご
ろ
か
ら
、
十
分
栄
養
や
休
息
を
と
る

こ
と
も
大
事
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感

染
の
広
が
り
に
は
空
気
の
乾
燥
が
関
連
し

て
い
ま
す
。

室
内
で
は
加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て
適
度

な
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
外
出
時
の
マ

ス
ク
や
帰
宅
時
の
う
が
い
、
手
洗
い
は
、
か

ぜ
の
予
防
と
併
せ
て
お
す
す
め
し
ま
す
。

イ
ン
フ
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
有
効
性
は

世
界
的
に
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
わ
が

国
に
お
い
て
も
高
齢
者
の
発
病
防
止
や
特

に
重
症
化
防
止
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
て
行
っ

た
調
査
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

た
人
の
三
四
％
か
ら
五
五
％
は
、
予
防
接

種
を
受
け
て
い
れ
ば
か
か
ら
ず
に
済
ん
だ

こ
と
、
ま
た
予
防
接
種
を
受
け
な
い
で
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
死
亡
し
た
人

の
八
二
％
は
、
予
防
接
種
を
受
け
て
い
れ

ば
死
亡
せ
ず
に
済
ん
だ
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

な
お
、
予
防
接
種
を
う
け
て
か
ら
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
抵
抗
力
が
つ
く
ま

で
に
二
週
間
程
度
か
か
り
、
そ
の
効
果
が

十
分
に
持
続
す
る
期
間
は
約
五
ヶ
月
間
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
効
率
的
に
有
効
性

を
高
め
る
た
め
に
は
、
毎
年
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
す
る
前
の
十
二
月
上
旬
ま
で

に
接
種
を
受
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は

毎
年
変
化
し
な
が
ら
流
行
す
る
た
め
、
毎

年
流
行
が
予
測
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
に
あ
っ

た
予
防
接
種
を
受
け
て
お
く
こ
と
が
効
果

で
す
。
わ
が
国
の
イ
ン
フ
エ
ン
ザ
予
防
接

種
は
、
近
年
の
状
況
を
み
る
と
流
行
し
た

ウ
イ
ル
ス
を
予
防
す
る
の
に
効
果
的
で
あ

り
ま
し
た
。
一
般
的
に
は
、
六
十
五
歳
以

上
の
方
は
、
一
シ
ー
ズ
ン
一
回
の
予
防
接

種
で
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
が
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
型
に
大
き
な
変
異
が

あ
る
場
合
に
は
、
二
回
接
種
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

予
防
接
種
の
注
射
の
跡
が
、
赤
み
を
帯

び
た
り
、
は
れ
た
り
、
痛
ん
だ
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
通
常
二
～
三
日
の
う

ち
に
治
り
ま
す
。
ま
た
、
僅
か
な
が
ら
熱

が
出
た
り
、
寒
気
が
し
た
り
、
頭
痛
、
全

身
の
だ
る
さ
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
通
常
二
～
三
日
の
う
ち
に
治

り
ま
す
。
ま
た
、
接
種
後
数
日
か
ら
二
週

間
以
内
に
発
熱
、
頭
痛
、
け
い
れ
ん
、
運

動
障
害
、
意
識
障
害
の
現
れ
る
等
の
報
告

が
あ
り
ま
す
。

非
常
に
ま
れ
で
す
が
、
シ
ョ
ッ
ク
や
じ

ん
ま
し
ん
、
呼
吸
困
難
な
ど
が
現
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
た

ら
医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
不
明
な
点
は
町
役
場
福
祉
課

（

二
―
一
五
〇
二
）
保
健
婦
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

17

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

5

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

6

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
有
効
性

7

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
副
反
応

8
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みんなの健康

日 曜 内 容 受付時間 場 所 対 象 者 持参するもの等

４ 火 健 康 相 談 ９:30～11:00
今山ふれあい

交 流 館
一 般 住 民 健 康 手 帳

17 月 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 一 般 住 民 健 康 手 帳

21 金 ２歳児健康診査 13:30～14:30
農 村 環 境

改善センター

平成11年７月１日か
ら12月31日までに生
まれた子

母子健康手帳

22 土 母と子の健康教室 ９:30～14:00 久国集会所 幼児とその家族

12月の保健行事 〈お問い合わせ先 福祉課保健婦へ 2-1502〉

▲ 左 森りょうがくん（２歳１ヵ月） 中央 前田とういくん（２歳４ヵ月）

右 森脇そうやくん（２歳１ヵ月）

巡回結核検診の結果に

ついてのお知らせ

平成13年10月１日、23日、25日に町内

を巡回して実施しました結核検診の結果

は受診者数119人でした。異常なしが117

人で精密検査が必要な方は２人でした。

２人の方には結果通知を送りましたが、

異常のなかった方には個人通知を送りま

せんのでご了承ください。なお、精密検

査が必要な方は、必ず医療機関等へ受診

してください。

町では、毎年総合健診や地区巡回で健

診を実施していますが、未受診の方が少

なくありません。

また、結核の新

規登録患者も増加

しています。年に

１度は必ず健診を

受け、健康管理に

努めましょう。

風しんの予防接種の

対象年齢が変わります

平成６年、予防接種法の改正により従来の中学

生の時期から乳幼児期に接種時期を改め、平成15

年９月30日までの間、経過措置として昭和54年４

月２日～昭和62年10月１日生まれた者で12歳以上

16歳未満の者を対象としていましたが、下記のよ

うに対象年齢が変わります。

現 行 改 正 後

対
象
年
齢
及
び
実
施
期
間

昭和54年４月２日～

昭和62年10月１日ま

でに生まれた者で12

歳以上16歳未満の者

期間は平成15年９

月30日まで

昭和54年４月２日～昭

和62年10月１日までに

生まれた者（現行どお

り）で14歳以上の者
※16歳以上でも接種可能になり

平成15年９月30日までの間は

定期接種として行なえます。

実施期間は従来どおり変わらず、接種者の対象年齢

のみが変更になりました。

料金については無料です。

お問い合わせは

役場福祉課保健婦まで ２－1502
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図書館だより

十
二
月
の
行
事

陶

芸

展

七
日

～
一
月
十
四
日

二
階
郷
土
資
料
室

子
ど
も
映
画
会

一
日

午
後
二
時
～

二
階
視
聴
覚
室

内
容
は
お
楽
し
み
に

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

五
日
・
十
二
日
・
十
九
日

二
十
六
日

休
館
日

十
二
月

職
員
異
動
（
平
成
十
三
年
十
一
月
一
日
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

退
職
職
員

横

尾

あ
け
み

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
規
採
用

大

西

幸

枝

○
は
休
館
日
で
す
。
図
書
館
が
し
ま
っ
て

い
る
時
の
返
却
本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ

ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

日 火 水 木 金 土

１

２ ４ ５ ６ ７ ８

９ １１１２１３１４１５

１６ １８１９２０２１２２

２３ ２５２６２７

俳
聖
松
尾
芭
蕉
と
日
本
三
大
仇
討
ち

で
有
名
な
「
鍵
屋
の
辻
」
を
つ
ぶ
さ
に

見
て
、
あ
り
し
日
の
面
影
を
偲
ぶ
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
大
型
バ
ス
二
台
に
分
乗

し
て
、
秋
日
和
に
も
恵
ま
れ
た
楽
し
い

一
日
で
し
た
。
芭
蕉
は
漂
泊
の
俳
人
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
生
家
を
訪
ね

る
と
そ
の
一
隅
に
「
ふ
る
里
の
ほ
ぞ
の

緒
に
な
く
年
の
く
れ
」
の
石
碑
が
私
達

を
迎
え
て
く
れ
る
。
こ
の
句
は
和
歌
の

浦
、
須
磨
明
石
を
旅
す
る
た
め
江
戸
の

芭
蕉
庵
を
出
発
し
、
家
に
立
ち
寄
り
古

箪
笥
の
中
に
母
が
残
し
て
置
い
た
へ
そ

の
緒
を
見
つ
け
、
今
は
亡
き
慈
母
の
情

に
感
涙
し
た
四
十
四
才
の
句
で
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
そ
の
時
に
は
蕉
風
俳
諧

も
確
立
し
、
心
に
余
裕
と
落
ち
着
き
も

見
ら
れ
る
「
笈
の
小
文
」
の
旅
立
ち
の

句
に
は
「
旅
人
と
我
が
名
に
呼
ば
れ
ん

初
し
ぐ
れ
」
と
詠
ん

で
い
る
の
に
そ
の
数

年
前
の
「
野
ざ
ら

し
紀
行
」
の
旅
立

ち
で
は
「
野
ざ
ら

し
を
心
に
風
の
し

む
身
か
な
」
と

蕉
風
俳
諧
を
諸

国
に
広
め
る
た

め
、
ま
た
自
然

の
風
物
の
美
を
極
め
る
た
め
悲
壮
な
想

い
で
旅
に
立
っ
て
い
る
。
そ
の
門
先
に

あ
る
句
碑
か
ら
も
芭
蕉
の
俳
諧
に
対
す

る
想
い
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
、
し

ば
し
足
を
止
め
さ
せ
て
く
れ
た
。

荒
木
又
右
衛
門
の
「
鍵
屋
」
の
辻
は

特
に
作
ら
れ
た
道
標
が
の
そ
ば
に
、
今

は
風
雪
に
あ
た
っ
て
摩
り
へ
り
、
ま
っ

た
く
読
み
取
れ
な
い
道
標
が
立
っ
て
い

る
。
そ
の
奥
に
資
料
館
が
あ
り
、
河
合

又
五
郎
首
洗
の
池
が
人
生
の
は
か
な
さ

を
さ
さ
や
き
か
け
る
。

帰
途
、
神
戸
の
中
華
街
に
立
ち
寄
り

思
い
思
い
に
買
い
物
散
策
す
る
。

中
に
は
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
を
買
う
人

フ
カ
ヒ
レ
の
ラ
ー
メ
ン
を
立
ち
食
い
す

る
人
、
両
手
に
荷
物
を
下
げ
て
楽
し
い

旅
の
一
日
は
無
事
終
わ
っ
た
。

さ
て
来
年
は
何
処
に
行
き
ま
す
か
。

良
い
所
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
、
図
書
館
ま

で
御
一
報
く
だ
さ
い
。

新
着
図
書

一
部
紹
介

天
を
衝
く

上
・
下

高
橋
克
彦

母
の
微
笑
―
随
筆
集
―

三
浦
哲
郎

変
身
の
た
め
の
オ
ピ
ウ
ム

多
和
田
葉
子

虚
竹
の
笛
―
尺
八
私
考
―

水
上

勉

孔
雀
狂
想
曲

北
森

鴻

ツ
チ
ケ
ン
モ
モ
コ
ラ
ー
ゲ
ン

さ
く
ら
も
も
こ

東
京
物
語

奥
田
英
朗

絶
叫
城
殺
人
事
件

有
栖
川
有
栖

漂
流
ト
ラ
ッ
ク

安
東
能
明

審
査
せ
ず
―
溶
解
す
る
損
保
―

伊
野
上
裕
伸

オ
ー
・
マ
イ
・
ガ
ァ
ッ
!

浅
田
次
郎

和
の
レ
シ
ピ

―
キ
ッ
チ
ン
で
つ
く
る
自
然
化
粧
品
―

小
幡
有
樹
子

美

人

粥

小
林
カ
ツ
代

ド
リ
ー
ム
バ
ス
タ
ー

宮
部
み
ゆ
き

東
大
生
は
バ
カ
に
な
っ
た
か

橘
花

隆

読
書
振
興
協
議
会

史
跡
探
訪
の
旅

―
伊
賀
上
野
を
訪
ね
て
―

増

井

博

（月）

（金）（土）
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10
月
16
日
～
11
月
15
日

（
敬
称
略
）

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

増
井
慎
治

長
男

大
字
中
角

）

字
長
田

明
子

貴た
か

斗と

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
三
溪
字
市
ノ
江

武
田
シ
ゲ
ノ（
92
歳
）

大
字
久
国
字
内
金

山

正
義（
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歳
）

大
字
久
国
字
馬
場

井
元
ヒ
デ
コ（
87
歳
）

大
字
坂
本
字
稲
原

田
中
貞
明（
83
歳
）

大
字
坂
本
字
繁
野

仙
才
ミ
ヤ
ノ（
94
歳
）

大
字
三
溪
字
豊
毛
本

四
宮

勝（
64
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

10
月
16
日
～
11
月
15
日

生
家
嗣
久
さ
ん
（
横
瀬
）

岡
本
佳
誉
子
さ
ん
（
黒
岩
）

田
中
康
啓
さ
ん
（
坂
本
）

日
下
直
也
さ
ん
（
横
瀬
）

平
成
六
年
度

婦
人
会
三
役
ス
マ
イ
ル
会

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

戸
籍
の
窓

12月２日 湯 浅 医 院 ２－２００３

12月４日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月６日 赤 岩 医 院 ２－２００６

12月８日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月10日 上勝町診療所 ４－５０１０

12月12日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月14日 山 西 医 院 ２－３０２７

12月16日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月18日 湯 浅 医 院 ２－２００３

12月20日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月22日 赤 岩 医 院 ２－２００６

12月24日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月26日 上勝町診療所 ４－５０１０

12月28日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

12月30日 山 西 医 院 ２－３０２７

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

交通事故相談日

日 時 12月25日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853 -2- 2030

相談員 久次米 憲 二
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088-621-3200

※お気軽にご相談ください。

夜間救急当番表

心配ごと相談
● 日時 12月７日

12月14日

12月21日

12月28日

● 時間
午後１時～午後４時30分

● 内容
人権･行政･厚生･福祉

● 場所
住民福祉センター１階

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

12 月

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
６ 13 20

午後７:30～９:30
木 木 木

踊 り
５ 12 19

午後２:00～４:00
水 水 水

歌 謡
４ 11 18

午後７:30～９:30
火 火 火

生け花
５ 20

午後７:30～９:30
水 木

大正琴
６ 15 20 木曜日は

午後１:00～３:00
土曜日は
午後６:30～８:30木 土 木

習 字
７ 14 21

午後７:00～９:00
金 金 金

勝浦会館 人権教育推進市町村事業

12月 交流講座日程
近隣地域との交流事業として、

今月も各種講座を次のとおり開講

いたします。

○ 大正琴は初心者コースもあります。

年末年始の役場の事務は、

12月29日 から
来年の１月３日 まで休みます。

この休み期間中は、当直者が死

亡届、出産届、婚姻届等は受け付

けいたしますが、印鑑証明書や戸

籍の写しの交付などの事務は取り

扱いができません。

あわただしい年の瀬の仕事やお

正月の準備などでつい大事な書類、

届出、登録も忘れがちになります。

急ぐ用件、手続きなどは早めに済

ませてください。

町役場窓口業務の
ご 案 内

急ぐ用件・手続きは早めに!

（木）
（土）

（火）

（金）

（金）

（金）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（日）




